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４月10日(金)に、令和2年度入学式が行われました。卒業式と同様に、

新型コロナウイルス感染症の予防措置として、在校生と来賓は参加せず、

新入生と保護者、３年団以外の教職員で実施しました。それでも、３０５

名の新入生と保護者だけで体育館はほぼいっぱいになりました。 

 全員がマスクを着用し、大きな声を出さないように国歌と校歌はCDを

使いました。静かな式でしたが、新入生宣誓の元気な声が響き渡り、新入

生のやる気が感じられた式になりました。 

 今年は、式の後に保護者が教室に行くのをやめて、体育館で学年主任が 

提出物などの説明をして、教室では担任が学級開きをしました。１７日ま 

では分散登校で、中学校生活に慣れるには時間がかかりそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １０日の入学式は、ほとんどの人が保護者と一緒に登校したため、自家用車での登校が多かった１年生 

が、今日（１３日）は初めて自分で登校してきました。あい

にく昨日から雨が降り続き、特に自転車通学の生徒にはか

わいそうな朝になってしまいました。 

 毎年、入学式の翌日が４月のあいさつ運動になっている

ので、前年度のPTA役員の方と、倉敷市の職員の方が、７

時４５分から傘をさして校門に立ってくださいました。こ

の日は、１年生と３年生が登校する日だったので、慣れた

雰囲気の３年生と、雨合羽を着て自転車に乗るのが初めて

で少し戸惑う１年生で対照的な登校風景でした。 
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全員マスク着用 学級びらき 13日 初めての給食 
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